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【
司
会
】　

そ
れ
で
は
第
三
部
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
司
会
は
、
中
山
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
執
行
長
の
鄭
力
軒
先
生

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
鄭
力
軒
（
台
湾
国
立
中
山
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
執
行
長
）】　

第
三
部
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
一
人
目
は
東
京
大
学
の
池
澤
先
生
で
、

「
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
再
考
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
お
二
人
目
は
中
山
大
学
の
廖
欽
彬
先
生
で
、「
実
践
に
お

け
る
死
生―
田
辺
元
の
「
死
の
哲
学
」
と
慈
済
の
宗
教
的
世
界
」
と
い
う
御
論
文
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
池
澤
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」
と
題
し
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
北
京
、
台
北
、
ソ
ウ
ル
の
順
で
開
催
さ
れ
、

そ
し
て
今
回
の
高
雄
が
最
後
に
な
る
。
幸
い
に
も
発
表
者
は
い
ず
れ
の
会
議
に
お
い
て
も
発
表
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
命
倫
理
言
説
に
そ
の
文
化
と
宗
教
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
雑
多
な
題
材
を
扱
っ
て
き
た
が
、
そ
の
中
の
話
題
の
一
つ
に
「
儒
教
的
生
命
倫
理
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た1
。
こ
れ
は

主
に
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
中
国
人
（
主
に
香
港
）
の
生
命
倫
理
学
者
た
ち
が
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
儒
教
の

価
値
観
に
訴
え
る
こ
と
で
、
中
国
文
化
の
土
壌
に
根
ざ
し
た
生
命
倫
理
言
説
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
儒
教
の
一
面
的
な
（
決
し
て
悪
い
意
味
で
は
な
く
）
解
釈
に
基
づ
い
て
お

り
、
そ
の
解
釈
は
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
影
響
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
の
発
表
で
は
、
改

生
命
倫
理
と
宗
教

―
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
再
考

池
澤
優
｜
東
京
大
学
教
授
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め
て
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
理
論
を
取
り
上
げ
た
い
。
と
い
う
の
は
、
エ
ン

ゲ
ル
ハ
ー
ト
自
身
が
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫

理
の
基
礎
づ
け
』（T
he Foundation of C

hristian B
ioethics , Sw

ets &
 Z

eitlinger 

Publishers.  

以
下
、
本
書
と
略
称
）
の
中
で
、
意
図
的
に
宗
教
に
訴
え
て
独

自
の
生
命
倫
理
を
構
築
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
発
表
で

は
そ
れ
を
元
に
し
て
生
命
倫
理
と
宗
教
／
伝
統
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
生
命
倫
理
学
者
の
主
張
を
扱
う
の
で
、

東
ア
ジ
ア
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
嫌
い
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
と

す
る
考
え
方
が
、
ど
れ
く
ら
い
東
ア
ジ
ア
か
ら
遠
い
の
か
、
確
認
し
た
い
の

で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
（H

. T
ristram

 E
ngelhardt Jr.

）
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
贅
言
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
一
九
四
一
年
、
テ

キ
サ
ス
生
ま
れ
、
テ
キ
サ
ス
大
学
で
哲
学
を
、
ツ
レ
イ
ン
大
学
で
医
学
の
学
位
を
取
り
、
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学
、
ラ
イ
ス
大
学
で

教
授
を
務
め
た
、
ア
メ
リ
カ
の
生
命
倫
理
学
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
主
著
は
『
生
命
倫
理
の
基
礎
づ
け
』『
生
命
倫
理
と
世
俗
的
人

間
主
義
』
で
あ
る
が2
、
そ
れ
以
上
に
一
九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
国
家
委
員
会3

に
お
い
て
、
理
性
的
な
思
考
能
力
を
有
す
る

人パ
ー
ソ
ン格
の
自
己
決
定
に
最
大
の
価
値
を
認
め
る
、
生
命
倫
理
の
主
流
と
な
る
考
え
方
（
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ソ
ン
論
）
の
確
立
に
寄
与
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る4
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
自リ
ベ
ル
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

由
至
上
主
義
的
な
パ
ー
ソ
ン
論
者
で
あ
る
と
一
般
に
理

解
さ
れ
、
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
に
お
い
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
全
く
異
な
る
生
命
倫
理
、「
伝
統
的
キ
リ
ス
ト

教
」
に
基
づ
く
宗
教
的
生
命
倫
理
を
提
起
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
自
由
至
上
主
義
か
ら
宗
教
へ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
宗
に
見
え
る

池澤優氏
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が
、
実
際
に
は
前
著
『
生
命
倫
理
の
基
礎
づ
け
』
第
二
版
（
一
九
九
六
年
）
の
段
階
で
既
に
本
書
で
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
本
書
序
言
の
中
で
言
う
よ
う
に
、
彼
は
一
九
九
一
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
ア
正
教
会
（A

ntiochian 

O
rthodox C

hurch)

に
改
宗
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
従
っ
て
「
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
主
に
正
教
会
の
こ
と
で
あ
る
）。

以
下
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
現
代
の
倫
理
（
生
命
倫
理
）
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
歴
史
認
識
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
提
起
さ

れ
る
「
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫
理
」
の
論
理
、
最
後
に
発
表
者
の
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
順
で
論
じ
て
い
き
た
い
。

一
．
近
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
倫
理
と
「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」

先
ず
、「
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫
理
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
時
代
遅
れ
と
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と

言
う
。
と
い
う
の
は
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
お
け
る
生
命
倫
理
の
成
立
の
初
頭
に
お
い
て
は
神
学
者
や
宗
教
学
者
の
寄
与
が
大
き

く5
、「
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫
理
」
と
言
え
る
も
の
が
存
在
し
た
。
た
だ
、
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
感
情
は
世
俗
的
な
言
語

で
表
明
さ
れ
（
そ
の
帰
結
が
パ
ー
ソ
ン
論
に
他
な
ら
な
い
）、
や
が
て
生
命
倫
理
学
全
体
が
「
世
俗
化
」
し
て
い
く
中
で
後
退
し

て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
感
情
の
世
俗
化
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
典
型

的
に
体
現
し
て
い
た
「
現
代
化
」(aggiornam

ento)

に
よ
り
方
向
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
結
局
、
宗
教
自
体
の
希
薄
化
を
も

た
ら
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
が
、
更
に
そ
の
根
本
に
あ
っ
た
の
は
宗
教
改
革
に
よ
る
伝
統
の
崩
壊
と
そ
れ
に
代
わ
っ
て
出
現

し
た
近
代
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
他
な
ら
な
い6
。

中
世
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
が
道
徳
の
単
一
性
を
保
証
し
て
い
た
が
、
宗
教
改
革
と
ル
ネ
サ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
複
数
の

信
仰
と
倫
理
に
分
裂
さ
せ
、
対
立
（
宗
教
戦
争
）
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
理
性
の
み
に
よ
っ
て
万
人

が
共
有
で
き
る
道
徳
性
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
啓
蒙
主
義
が
生
ま
れ
た
。
但
し
、
推
論
的
理
性
（discursive rationality

）
の
重
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視
は
、
啓
蒙
主
義
以
前
に
遡
る
と
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
指
摘
す
る
。
神
の
純
粋
体
験
を
志
向
し
た
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な

り
、
中
世
後
期
の
ス
コ
ラ
哲
学
と
ト
レ
ン
ト
公
会
議
以
降
の
傾
向
に
お
い
て
は
、
信
仰
と
な
ら
ん
で
理
性
が
重
視
さ
れ
、
信
仰
が

導
く
倫
理
は
、
推
論
的
理
性
が
与
え
る
道
徳
と
最
終
的
に
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
た
（
自
然
法
的
思
考
）。
こ
の
中
世
後
期
の
神

学
か
ら
、
啓
蒙
主
義
は
信
仰
を
除
去
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
と
し
て
カ
ン
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
ト
は
理
性
を

越
え
る
本
体
論
的
実
在
を
把
握
す
る
こ
と
を
放
棄
し
、
人
間
の
智
を
理
性
に
よ
り
把
握
で
き
る
現
象
世
界
に
限
定
し
、
人
間
の
あ

り
方
と
し
て
の
理
性
か
ら
道
徳
の
内
容
を
導
き
出
せ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
価
値
の
重
点
は
超
越
的
な
他
者
（
神
）
か
ら
内

在
的
（im

m
anent

）
な
主
体
（
人
間
）
に
移
り
、
理
性
を
有
す
る
人
格
の
尊
重
が
道
徳
の
内
容
に
な
っ
た
。
あ
る
意
味
で
は
カ

ン
ト
の
道
徳
は
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
人
格
的
で
超
越
的
な
神
へ
の
信
仰
を
抜
き
取
り
、
非
人
格
的
・
普
遍
的
な
理
性
だ
け
を
残
し

た
世
俗
的
な
宗
教
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
カ
ン
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
そ
れ
は
近
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
）
は
失
敗
だ
っ
た
と
す

る
。
先
ず
、
何
が
理
性
で
あ
る
の
か
に
合
意
は
な
く
、
人
格
を
目
的
と
し
て
扱
う
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
こ
と
で
あ
る
の
か
、

明
確
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
の
非
人
格
的
理
性
で
は
神
義
論
的
問
題
（
苦
し
み
、
障
害
、
死
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
）
に

は
答
え
ら
れ
な
い
。
内
容
あ
る
道
徳
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
に
な
る
価
値
観
が
定
ま
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
特
定

の
信
仰
や
世
界
観
の
共
有
が
な
い
限
り
、
道
徳
性
は
恣
意
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。
結
局
、
啓
蒙
主
義
は
理
性
の
み
に
よ
っ
て
道

徳
の
複
数
性
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
代
の
失
敗
に
鑑
み
た
別
の
道
徳
性
獲
得
の
方
法
（
こ
れ
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
呼
ぶ
）
を
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に

見
い
だ
す
。
カ
ン
ト
を
批
判
し
つ
つ
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
万
人
に
共
有
さ
れ
る
単
一
の

道
徳
性
を
放
棄
し
、
自
由
の
原
則
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
市
民
社
会
（
国
家
）
と
い
う
場
の
中
で
、
特
定
の
道
徳
を
奉
じ
る
複
数
の

共
同
体
が
並
存
す
る
と
い
う
構
図
を
考
え
た
。
市
民
社
会
を
規
定
す
る
道
徳
は
、
異
な
る
道
徳
観
を
持
つ
倫
理
的
異
人
た
ち
が
協
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働
す
る
た
め
に
、
た
だ
自
律
と
同
意
の
み
に
よ
る
枠
組
み
で
あ
り
、
内
容
の
あ
る

倫
理
は
そ
の
中
で
平
和
的
に
共
存
す
る
共
同
体
が
提
供
す
る
の
で
あ
っ
て
、
道
徳

性
は
「
内
容
の
な
い
」「
内
容
が
あ
る
」
の
二
層
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
（
も
ち
ろ
ん
、
共
同
体
は
自
律
と
同
意
と
い
う
市
民
社
会
の
決
ま
り
に
背
く

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
）。
啓
蒙
主
義
を
経
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
見
い
だ
し
た
の
は
、

た
だ
同
意
の
み
基
づ
く
空
虚
な
枠
組
み
の
中
で
の
倫
理
の
複
数
性
の
社
会
な
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
が
前
著
『
生
命
倫
理
の
基
礎
づ
け
』
で
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
提
出

し
た
「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」（libertarian cosm

opolis

）
の
構
想
に
他

な
ら
な
い
（
図
1
）。

し
か
し
、
極
め
て
明
瞭
な
よ
う
に
、「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」
の
構
想

は
、
大
き
な
欠
点
を
二
つ
持
つ
。
先
ず
、
こ
の
構
想
の
中
で
は
、
倫
理
的
異
人
た

ち
は
同
意
の
み
に
基
づ
き
協
働
す
る
の
み
で
、
相
互
理
解
に
よ
り
新
た
な
道
徳
性

の
共
有
に
至
る
可
能
性
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
、
た
と
え

同
じ
道
徳
的
共
同
体
に
属
し
て
い
て
も
、
人
々
が
完
全
に
同
じ
価
値
観
を
持
つ
こ

と
が
想
定
し
が
た
い
以
上
、
共
同
体
は
際
限
な
く
分
裂
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は

人
間
は
孤
独
な
存
在
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト

は
、
こ
の
疑
問
を
肯
定
す
る
。
人
が
他
者
と
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
も
そ
も
統
一
的
な
価
値
観
な
ど
人
間
は
持
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合

に
は
、
人
間
は
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
そ
の

内容ある倫理を共有する共同体

市民社会（単なる枠組みと
しての内容のない倫理）

合
意

市民社会

いかなる価値も共有しない個

図 1　自由至上主義的多元社会（Libertatian cosmopolis）図 2　一つの生き方としての自由至上主義的多元社会
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場
ご
と
に
お
け
る
審
美
的
な
選
択
と
し
て
の
み
、
道
徳
は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る

（「
一
つ
の
生
き
方
と
し
て
の
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」）（
図
2
）。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
枠
組
み
と
し
て
の
社
会
が
価
値
中
立
的
な
空
の
枠
組
み
に

と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
な
ど
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ヘ
ー

ゲ
ル
の
構
想
（「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」）
に
お
い
て
も
、
共
同
体
は
自
由
と

同
意
と
い
う
市
民
社
会
の
約
束
事
に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
と
す
る
な
ら
、

同
意
は
「
内
容
の
な
い
」
枠
組
み
な
ど
で
は
な
く
、
充
分
に
「
内
容
の
あ
る
」
価
値

な
の
で
は
な
い
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
疑
問
を
も
肯
定
す
る
。
同
意
を

前
提
と
す
る
「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」
は
、
必
然
的
に
個
人
の
自
律
的
決

断
を
最
高
の
価
値
と
し
て
押
し
つ
け
る
状
況
を
生
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
は

自
分
の
人
生
目
標
を
（
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
）
実
現
す
る
こ
と
、
自
分
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
価
値
で
あ
り
、
自

然
と
伝
統
の
頚
木
（
人
間
的
な
あ
り
方
）
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
こ
と
こ
そ
が
道
徳
的
に
正
し
い
こ
と
に
な
る
（「
自
由
な
多
元

社
会liberal cosm

opolis

」）（
図
3
）。

こ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
枠
組
み
の
中
で
は
、
宗
教
も
そ
の
意
味
を
変
え
て
し
ま
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
は
漠
然
た
る
道
徳
感

情
と
し
て
残
る
が
、
内
在
性
（im

m
anence

）
の
範
囲
で
は
そ
れ
が
真
理
で
あ
る
こ
と
を
推
論
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
悪
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
「
悪
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
宗
教
は
た
だ
何
ら
か
の
超
越
的
意

味
づ
け
を
与
え
る
こ
と
で
人
間
の
霊
的
情
動
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
し
て
消
費
さ
れ
る
（
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
宗

教
の
内
在
的
理
解
の
例
と
し
て
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
挙
げ
て
い
る
）。
こ
の
意
味
で
の
薄
め
ら
れ
た
宗
教
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る

信
仰
も
人
間
の
霊
性
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
、
他
の
信
仰
と
共
存
で
き
る
。

図 3　自由な多元社会（liberal cosmopolis）

世俗社会の内容ある倫理の中で飼い慣らされる共同体

世俗社会（自由・自律と
いう内容ある倫理）

自
律

自
由
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二　
「
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫
理
」

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
そ
の
よ
う
な
相
対
化
さ
れ
た
宗
教
（
彼
は
そ
れ
を
「
宗
教
伝
統
」、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
呼
ん
で
い

る
）
を
否
定
は
し
て
い
な
い
が
、
道
徳
感
情
が
理
性
に
よ
っ
て
は
正
当
化
さ
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
は
内
容
あ
る
倫
理
を
も
た
ら
す

こ
と
は
な
い
。
道
徳
性
を
獲
得
す
る
第
一
歩
（「
初
期
設
定
」default position

）
は
、
生
き
る
こ
と
に
究
極
的
な
人
格
的
意
味
が

あ
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
り
、
究
極
的
意
味
が
な
い
こ
と
を
選
択
す
る
な
ら
、
自
己
に
価
値
の
根
源
を
置
く
道
徳
性

（
即
ち
「
内
容
の
な
い
」
枠
組
み
）
が
成
立
し
、
究
極
的
意
味
が
あ
る
こ
と
を
選
択
す
る
な
ら
、
他
者
（
神
と
自
分
以
外
の
他
者
）

に
価
値
を
置
く
道
徳
性
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
は
、
自
由
意
思
（free choice

）
に
よ
り
後
者
を
選
択

し
た
者
に
は
神
は
応
答
す
る
と
信
じ
る
。
志
向
さ
れ
る
の
は
道
徳
性
自
体
で
は
な
く
、
超
越
的
に
し
て
人
格
的
な
神
と
合
一
す
る

と
い
う
純
粋
（noetic

）
体
験
で
あ
る
。
神
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
聖
霊
」
に
よ
り
、
人
間
の
心
（
ヌ
ー
ス
）
は
神
を
知
覚
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
心
に
よ
り
道
徳
的
な
知
を
獲
得
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教

的
な
意
味
で
の
「
自
然
」
で
あ
る
。
世
界
と
人
間
の
あ
り
方
（
自
然
）
は
原
罪
に
よ
っ
て
破
滅
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
人
間

的
な
あ
り
方
は
全
て
が
「
自
然
」（
創
造
の
当
初
に
お
い
て
神
が
意
図
し
た
も
の
）
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
例
え
ば
欲
望
）。
正

し
い
意
味
で
の
「
自
然
」
は
、
神
が
人
間
に
与
え
た
良
心
に
よ
り
知
覚
さ
れ
え
る
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
そ
れ
は
価
値
の
基
盤

を
自
己
か
ら
他
者
に
移
し
、
禁
欲
と
悔
い
改
め
、
そ
し
て
典
礼
に
基
づ
く
生
活
の
中
で
の
み
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
方
キ

リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
伝
統
で
は
「
自
然
法
」
は
、
推
論
的
理
性
に
よ
り
獲
得
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
共
同

体
（
教
会
）
の
聖
体
拝
領
（E

ucharist

）
の
典
礼
の
中
で
「
聖
霊
」
の
導
き
に
よ
り
の
み
獲
得
で
き
る
と
し
て
き
た
、
本
来
の
キ

リ
ス
ト
教
を
歪
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
彼
は
、
哲
学
、
ス
コ
ラ
学
的
な
神
学
を
含
め
、
理
性
に
基
づ
く
学
問
の
有
用
性

を
ほ
ぼ
完
全
に
否
定
す
る
。
信
仰
の
共
同
体
の
中
で
は
道
徳
に
お
け
る
権
威
は
、
聖
職
者
と
そ
の
会
議
（councils

）
に
あ
る
が
、
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普
遍
的
で
不
変
の
「
聖
霊
」
に
よ
り
誰
で
も
道
徳
性
を
獲
得

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
信
仰
の
共
同
体
に
お
け
る
道
徳

感
情
が
そ
の
ま
ま
規
範
性
を
有
す
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
た

だ
、
目
的
が
神
に
向
か
う
こ
と
、
神
を
体
験
す
る
こ
と
に
あ

る
以
上
、
そ
の
道
徳
感
情
を
表
現
し
た
教
義
（
も
し
く
は
法

的
な
倫
理
原
則
）
に
は
一
義
的
な
重
要
性
は
な
い
。
重
要
な

の
は
、
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
時
、
悔
い
改
め
る
こ
と
で

神
に
向
き
直
す
た
め
の
霊
的
治
療
（spiritual therapy

）
で

あ
る
。
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
神
に
近
づ
く
た
め
に
道

徳
的
完
全
性
が
要
求
さ
れ
る
が
、
同
時
に
悔
い
改
め
に
よ
っ

て
あ
ら
ゆ
る
罪
は
赦
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
に
よ
り
構
想
さ
れ
る
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
生
命
倫
理
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
造
を
有
す
る
も
の
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
先
ず
、
全
て
の
出
発
点
は
個
人
の
究
極
的
な
意
義
を
め
ぐ
る
選
択
に
あ
る
。
②
究
極
的

意
義
と
は
「
人
格
的
」
意
義
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
価
値
の
根
拠
は
「
人パ
ー
ソ
ン格

」
に
あ
る
（
神
も
人
格
で
あ
る
）。
こ
の
「
人
格
」

は
、
パ
ー
ソ
ン
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
自
意
識
を
有
す
る
理
性
的
思
考
の
主
体
と
い
う
意
味
と
は
全
く
異
な
る
。
本
書
中
で
彼

は
「
人
格
」
を
一
度
も
定
義
し
て
い
な
い
が
、「
人
格
と
は
、
現
在
、
倫
理
的
主
体
と
し
て
行
為
で
き
る
者
だ
け
で
は
な
く
、
永

遠
に
神
を
崇
拝
す
べ
く
召
還
さ
れ
た
者
全
て
で
あ
る
」（
二
三
八
頁
）、「
人
格
で
あ
る
こ
と
と
は
、
そ
の
正
し
き
運
命
を
神
化

（theosis

）
に
お
い
て
有
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る
」（
二
五
五
頁
）、「
人
格
と
そ
の
関
係
性
を
離
れ
て
道
徳
的
真
理
な
ど
存
在
し
な

い
」（
二
八
五
頁
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
散
見
す
る
の
で
、
神
と
の
応
答
可
能
性
を
有
す
る
者
の
こ
と
だ
と
推
測
で
き
る
。
エ

YES NO

価値

＝

他者

価値

＝

自己

個

選択
生きることに、究極的・人格的意味はある？

伝統的キリスト教
生命倫理

自由至上主義的
多元社会（図1）

初
期
設
定

図 4　
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ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
、
人
間
の
存
在
意
義
と
は
応
答
可
能
性
で
あ
り
、
神
の
場
合
な
ら
、
人
が
神
に
向
か
い
合
う
こ
と
で
、
神
も
応

答
す
る
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
③
神
の
体
験
に
よ
り
知
覚
さ
れ
る
道
徳
性
と
は
、
具
体
的
に
は
良

心
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
聖
霊
」
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
る
。
神
は
人
間
を
超
越
す
る
が
、
神
を
志
向
す
る
こ
と
（
体
験
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
）
は
人
間
の
「
自
然
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
良
心
を
神
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
推
論
的
な

議
論
に
依
る
こ
と
な
く
、
道
徳
感
情
に
規
範
性
を
与
え
る
の
が
、
彼
の
戦
略
で
あ
る
と
言
え
る7
。
④
そ
の
よ
う
な
良
心
は
、
欲
望

を
去
り
、
自
己
を
価
値
の
基
準
と
し
な
い
こ
と
（
他
者
を
愛
す
る
こ
と
）
を
求
め
る
。
自
己
実
現
と
満
足
は
こ
の
精
神
に
反
す
る

故
に
逸
脱
で
あ
り
、
⑤
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
信
仰
共
同
体
と
そ
の
典
礼
、
悔
い
改
め
と
禁
欲
の
中
で
体
現
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は

聖
職
者
（
司
教
と
預
言
者
）
の
道
徳
的
権
威
が
前
提
と
さ
れ
つ
つ
、「
聖
霊
」
の
遍
在
性
に
よ
り
そ
れ
を
相
対
化
し
て
い
る
（
信

徒
が
共
有
す
る
道
徳
感
情
）。
⑥
神
の
体
験
に
基
づ
く
道
徳
性
は
、
推
論
的
理
性
に
よ
り
証
明
さ
れ
な
い
の
で
、
異
教
徒
に
対
す

る
説
得
性
と
客
観
性
は
放
棄
さ
れ
る
。
信
仰
共
同
体
以
外
に
対
し
て
は
、
た
だ
信
仰
へ
の
誘
い
（
布
教
）
に
よ
っ
て
の
み
、
正
当

性
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。

三　

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
再
考　

―

果
た
し
て
宗
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

教
性
で
は
だ
め
な
の
か
？

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
議
論
の
中
で
強
く
説
得
的
な
部
分
は
、
人
格
と
理
性
を
最
大
の
価
値
と
み
な
す
近
代
の
考
え
方
（
も
し
く

は
主
流
と
な
っ
て
い
る
生
命
倫
理
）
が
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
一
部
を
抽
出
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
成
立
し
た

価
値
が
今
や
一
つ
の
信
仰
（
自
由
と
平
等
と
い
う
信
仰
）
と
し
て
、
他
の
価
値
を
浸
食
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
理
性

的
思
考
能
力
を
有
す
る
人
格
の
自
由
と
自
己
決
定
を
最
高
の
価
値
と
見
な
す
生
命
倫
理
は
、
人
格
が
達
成
す
る
こ
と
を
望
む
欲
望

を
何
で
も
肯
定
す
る
一
方
で
、
人
格
と
は
思
わ
れ
な
い
存
在
を
排
除
す
る
論
理
を
構
築
し
て
き
た
。
当
然
、
そ
れ
に
満
足
で
き
な
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い
感
覚
は
残
る
の
で
あ
り
、
発
表
者
が
二
〇
〇
八
年
の
発
表
で
論
じ
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ド
イ
ツ
）
と
日
本
の
生
命

倫
理
は
、
標
準
的
生
命
倫
理
言
説
（
パ
ー
ソ
ン
論
）
が
捨
象
し
て
し
ま
っ
た
も
の
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
対
抗
す
る
言
説
を
構
築

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る8
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
哲
学
的
議
論
に
よ
っ
て
は
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
宗
教
的
生
命
倫
理
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
エ
ン

ゲ
ル
ハ
ー
ト
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、「
セ
ク
ト
的
」「
原
理
主
義
的
」
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
う
。
本
書
の
最
後
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
信
仰
の
純
潔
さ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
内
向
き
に
団
結
し
、
外
に
対
し
て
は
世
俗
社
会
の
価
値
観
に
抗
し
て
戦

う
（
一
種
の
聖
戦
）
様
相
を
呈
す
る
。
宗
教
的
生
命
倫
理
の
設
定
と
い
う
課
題
に
関
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
そ
の
よ
う
な
形

で
回
答
を
出
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
自
身
が
信
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
近
代
的
価
値
観
を
越
え
る

選
択
肢
を
用
意
す
る
た
め
の
一
つ
の

0

0

0

や
り
方
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
内
在
性

（im
m

anence

）
の
限
界
」
を
越
え
て
、
一
般
的
な
真
理
性
を
獲
得
し
た
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
価
値
の
中
心
を
自
己
か
ら
他
者
に
移
す
と
言
い
つ
つ
、
出
発
点
に
お
い
て
自
己
の
選
択
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
示
す
よ
う
に
、
判
断
の
基
点
は
自
己
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
当
人
が
そ
の
信
仰
を
真
理
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
限
り

に
お
い
て
、
そ
れ
は
真
理
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
次
に
、
出
発
点
に
お
い
て
主
体
的
に
何
ら
か
の

信
仰
を
選
択
す
る
（「
初
期
設
定
」）
と
し
て
、
生
き
る
こ
と
に
究
極
的
、
人
格
的
意
味
が
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
、
必
然
的

に
「
内
容
の
な
い
倫
理
」（
自
由
と
自
律
を
金
科
玉
条
と
す
る
「
自
由
な
多
元
主
義
」）
に
し
か
な
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
描
い
た
よ
う
に
、
世
俗
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
伝
統
文
化
の
断
片
は
無
数
に
存
在

し
、
そ
れ
が
我
々
の
道
徳
感
情
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
自
由
と
自
律
は
最
高
の
価
値
と
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
の
み
に

一
元
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
点
が
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
構
想
を
東
ア
ジ
ア
に
移
植
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
最
大
の
難
点
に
な
る
と
思
わ
れ
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る
。
も
ち
ろ
ん
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
個
人
の
選
択
（
回
心
）
に
基
づ
く
宗
教
が
数
多
く
存
在
し
た
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
多

く
の
宗
教
的
／
文
化
的
な
価
値
観
は
特
定
の
宗
教
と
い
う
形
を
と
ら
ず
に
、
共
有
さ
れ
て
き
た
。
冒
頭
で
触
れ
た
「
儒
教
的
生
命

倫
理
」
が
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
儒
教
」
と
は
、
正
し
く
そ
の
よ
う
な
「
生
活
感
情
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て9
、
先
ず
標

準
的
生
命
倫
理
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
違
和
感
が
存
在
し
、
そ
の
違
和
感
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
伝
統
に
対
す
る
意
識
的
な
分
析

と
解
釈
が
始
ま
る
の
で
あ
り
、
選
択
は
二
次
的
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
文
化
／
宗
教

に
由
来
す
る
緩
い
道
徳
性
を
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
呼
び
、「
自
由
至
上
主
義
的
多
元
社
会
」
の
中
で
は
、
そ
れ
ら
は
相

対
化
し
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
。
確
か
に
現
代
社
会
の
中
で
、
緩
い
宗
教
性
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
は
宗
教
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
様
な
宗
教―

儒
教
、
道
家
思
想
、
仏
教
、
道
教
、
民
間
信
仰
、

イ
ス
ラ
ー
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど―

の
ど
れ
か
の
信
徒
に
な
る
こ
と
な
く
、
な
お
も
そ
の
叡
智
に
学
ん
で
、
生
死
と
生
命
倫
理

に
関
し
て
何
ら
か
知
見
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
全
て
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
大
同
小
異
の

も
の
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
例
え
ば
儒
教
あ
る
い
は
仏
教
の
思
想
に
基
づ
い
て
生
命
倫
理
を
構
築
す
る
と
し
て
、
両
者
が
同
じ

も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
「
人
間
生
命
の
崇
高
さ
、
人
間
の
罪
・
苦
し

み
・
死
、
人
間
の
超
越
的
な
る
も
の
へ
の
指
向
性
を
真
剣
に
捉
え
」「
純
粋
に
世
俗
的
な
倫
理
の
伝
統
を
越
え
る
」
言
説
を
提
供

で
き
る
の
で
あ
る
（
一
四
五
頁
）。

標
準
的
生
命
倫
理
を
越
え
る
た
め
に
、「
セ
ク
ト
」
的
な
共
同
体
を
構
築
す
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が
、
我
々

の
感
覚
（
道
徳
感
情
）
を
言
説
化
し
た
緩
い
宗
教
性
に
訴
え
る
の
も
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
に
な
る
と
思
う
。
特
に
、
東
ア
ジ
ア

の
場
合
、
共
有
さ
れ
た
漠
然
と
し
た
価
値
観
や
宇
宙
観
を
生
か
す
た
め
に
も
、
そ
れ
は
有
効
な
方
法
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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議
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範
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、
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ン
ゲ

ル
ハ
ー
ト
は
推
論
的
理
性
と
内
在
性
を
拒
否
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
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